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該当者名(所属)  

学会名(会期・場所)、認定名等  
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取得日・認定期間等  

診療報酬加算の有・無 □加算有（                ） □加算無 

 

目的及び方法、成果の内容 

 

① 目  的 

医師事務作業補助者は 37 名となり、初年の採用から 6 年目を迎えたこともあり、令和 4 年度は、島根

県内の医師事務作業補助者を採用している他病院へ管理体制・教育体制状況の視察及び業務の研修、

第 11 日本医師事務作業補助研究会、NCD セミナーに参加し、幅広い知識を得て、本院の医師の負担軽

減、医療の質の向上に貢献する。 

 

②方  法 

医師事務作業補助を採用し積極的な活動を行っている他病院へ管理体制・指導体制状況の視察及び研

修に行き、今後の活動に生かす。第 11 回日本医師事務作業補助研究会、NCD セミナーに参加し、得ら

れた知識を基に、スキルを上げ医師の負担軽減に生かす。 

 

 

③成  果 

他病院の研修については、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に伴い実施することができなか

った。 

第 11 回日本医師事務作業補助研究会に参加し、他病院での医師事務作業補助者の活用状況、今後の教

育体制の整備、課題について学ぶことができた。また，NCD セミナー2022 に参加し，NCD 登録データの

活用方法や NCD の症例登録に関する取り組み，研究への活用が学ぶことができ，今後の医師クラーク

業務に生かせる研修が受けることができた。 

 


